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論 文 内 容 の 要 旨 
 まず序論「タウトとクレーの造形活動および時代背景」において、タウトとクレーの造形活動の前史、および両者
の共通の時代背景が述べられる。その上で、本論文の主題をとりまく環境として、フランス美術アカデミーにおける
色彩問題史、ゲーテの色彩論、同時代の他の画家たちの色彩論、等が概観される。 
 第１部「タウトの色彩建築」では、タウトが第一次世界大戦後の住宅改良運動やドイツ工作連盟への参加を通して、
次第に「色彩建築」という構想を抱くようになったことが述べられ、次にタウトのベルリン自邸と熱海の『旧・日向
邸』が取り上げられる。ベルリン自邸は、外壁も室内空間も、色彩を最重要のエレメントとして設計されていた。そ
こでの色彩の感性は、タウトの日本亡命中に設計された『旧・日向邸』においては、和風建築との出会いによって、
特に「光」への感性において、さらに深化した。この旧・日向邸空間構成において、夕ウト自身のキリスト教文化の
素養と造形意識が織り込まれ、ふつうの和風建築にはない独特の作品が生み出されたことが、建物の構成や壁の素材
の分析を通して明らかにされる。 
 第２部「クレーの色彩論と絵画造形」は、クレーの造形論における「色彩」問題の位置と、その背景にあるクレー
の自然観・宇宙観が述べられたあと、クレーの「都市画」が考察される。都市画の成立時期は、⑴第一次世界大戦期、
⑵大戦後の社会復旧のなかでの、バウハウスの草創期、⑶バウハウスの展開期に、分類され、この三つの時代背景と
クレー自身の造形論の展開が呼応することが、明らかにされる。次に、この「都市画」の代表作であり、クレー研究
のなかで多方面から言及されてきた作品『都市台帳からの一頁』が、取り上げられる。そして、従来の印象批評的な
諸解釈と一線を画して、この作品がクレーの色彩論そのものの援用として成立していることが、明らかにされる。 
 全体の分量は、本文と注、目次、年表、等を併せて、400 字詰め換算 348 枚である。これに、図版 33 枚が加わる。 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 本論文はブルーノ・タウトの建築とパウル・クレーの絵画を比較考察し、「色彩の造形性」を浮き彫りにする試み
である。両者をひとつの問題視野のなかで捉える試みは、皆無ではないが稀である。本論文において両者を併せ見る
問題視野とは、「色彩論」である。この観点は著者に独自のものであるだけに、それがどこまでタウトの建築とクレ
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ーの絵画において実際に裏づけられ、どこまで両者の造形を照らし出すものであるかが、審査の眼目となる。 
 著者は「序論」で色彩論の歴史を広く見渡したあと、「第一部」で、タウトのベルリン自邸が「色彩」を最重要の
エレメントとしていることを論証する。その上で、タウト論を『旧・日向邸』（熱海）で考察する。そしてそこにハ
レ式教会を思わせる造形モチーフが浮上していること、色彩表現が一段と深化していることを、具体的な分析を通し
て指摘し、色彩問題が自然観や宗教観の裾野を持つことを、述べる。 
 第二部では、著者はクレーの色彩論を追跡し、色彩が単なる装飾性だけでなくて、色彩環の構造を形成すること、
クレーが画面を構成する折りに、色彩と色彩の相互関係を常に念頭においていたことを、実証する。著者はこの実証
の過程のなかで、クレーの絵画において「都市画」と名づけられるべき作品群が存在することを発見した。そして、
この「都市画」の作品群の成立が三期にわたること、第三期に到って、構図の構成と諸部分のモチーフがクレー自身
の色彩論にもとづいて成立することを、論証する。その論証は、従来いろいろに解釈されてきた代表作『都市台帳か
らの一頁』を、色彩論の観点から分析することによってなされる。 
 著者の考察は、タウトとクレーの実物作品の現地調査を含み、またタウト建築に用いられた素材の繊維分析を専門
研究所に依頼するなど、手堅い実証的手法を第一としている。しかしまた、「色彩の造形性」というオリジナルな問
題意識も具え、そこから、クレーにおける「都市画」ジャンルの発見という、注目すべき成果をもたらした。これら
の成果は、従来のタウト研究とクレー研究に新たな視点と知見をもたらすものとして、本論文の第１部第３章は、意
匠学会の学会誌『デザイン理論』第 42 号（2006 年）、に、第２部第２章は美学会の学会誌『美学』Vol. 225（「2006
夏」号）に、それぞれ採択された。 
 もちろん、著者の講述は広く西洋と日本の自然観、文化史、美術史の裾野に及ぶため、細部においてさらに重厚な
跡付けが望まれる部分が多々のこっている。特に表現主義、モダニズム、等の理解は、文献的にも補充を要する。そ
ういった問題の克服は今後に期するものの、本論文はその実証的手法の手堅さと独創的な問題意識とにより、学界に
有意味な寄与をなすものと認められる。 
 以上から、本論文は大阪大学文学研究科の博士（文学）の学位にふさわしいものと認定する。 
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